
事 例 1

韓国が、がん検診受診率 53%を達成 した理由
―訪問祠察報告―

東大病院 中川恵一

訪問視察 :平成22年 2月 10日 (水)～ 11日 (木 )

出張者

中川 恵― がん対策推進協議会委員、東京大学医学部附属病院放射線科准教授
祖父江 友孝 国立がんセンターがん対策情報センターがん情報・統計部長
若尾 文彦 国立がんセンターがん対策情報センター長補佐
鈴木 健彦 厚生労働省健康局総務課がん対策推進室長
末政 桂―郎 同がん対策推進室がん対策調整係長

韓国仰が島1綾譜受諄率綸推干多
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韓国で、がん検診受診率が急増している背景

イ単一 (統合)健保、住民登録番号を利用したIT戦略

/健康保険でカバーされ、フリーアクセス

/個人受診勧奨 (パンフ)と訪間・電話勧奨 (保健所 )

/がん登録データの存在

/CMフ ドラマなどのメディア

/国民性
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韓国で、がん検診受診率が急増している背景

政府が国家プロジェクトとして取り組む

住民登録番号
>受診対象者の抽出

>個人受診勧奨パンフ送付
>受診状況のリアルタイム把握

>保健所による訪間日電話勧奨

がん登録情報
―一́jフ

ィードバック
検診精度管理

たばこ税

民健康増進基金

単一 (統合)健保

康保険でカバー
>安価

がん登
請求

国

香

1生

CM、 ドラマなど
メディアの影響を受けやすい

利便性
>指定を受けた医療機関であ
れば全国どこでも受診可

検診の費用体系

|  1国 民健康保険公団 特定がん検診

|  1国 の早期がん検診事業

※ 上・下位50%区分の基準 :地域加入者 月 保険料 72,000wOn、

職場加入者 月 保険料 60,000won

l)医療給付とは、低所得者層であつて国の保険システムに参加する必要のない者のための制度。
毎月の支払いは求められていない。

健康保険料
上位 50%※

健康保険財政

本人負担額

％

％

０

０

９

１

健康保険

財政
100% 本人負担額 100%健康保険料

下位 50%※

健康保険財政

国民健康増進基金

地方費

％

％

％

０

５

５

９

医療給付 1) 国民健康増進基金 50%、 地方費 50%

検診項目 胃がん 月干力ちも 大腸がん 乳 が ンも 子宮頸がん
胃がん、肝がん、大腸がん、

乳がん、子宮頸がん など

種類 公共検診 民間検診
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(コ獲DI検診企業フグシヨン

がん大国日本 Cfb**fti*v,--r*

国民の

2人に1人力ぎがノゲ
ワ
になり、

3人に1人が“がん"で亡くなつています。

がん検診企業アクションは、

企業の大切な「人材」をがんによって失うリスクを軽減するために

従業員と家族の「がん検診受診」を推進していく国家プロジェクトです。

ヽ

||
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がん検診企業アクションの役割

職域におけるがん検診受診率向上を企業連携で推進していくことで、
″
がん

″
と前向きに取り組む社会気運を醸成。

企業が率先して「がん検診受診」の大切さを呼びかけることにより、受診率50%以上をめざします。

根拠法 :健康増進法

検診対象 :住民(3,600万 人)※ H19'40歳 以上

検診内容 :胃 がん、子宮がん、肺がん、乳がん、大腸がん

Cfu*u'ftr.vi-t3)

【市町村検診向け経費】
・女性特有のがん検診推進事業費補助金
・がん検診受診促進企業連携委託費

実施

”′
″ど

，
≡
・

民間企業

厚生労働省

【職域検診向け経費】

【がん検診精度管理】

・がん検診受診率向上企業連携推進事業

・マンモグラフィ検診従事者研修 等

がん検診50%推進に向けた組織体制

がん検診50%推進本部

瘍
本 部 長  厚生労働大臣

1(部 長イt理   厚生労働副大臣

厚生労 |り 大臣政務官

高1本 部 長  lvl康 局長  |■ |ll■●
==二■●:|=::=====「

本 部 員  医政局長

労 lll基 準局長

層用均等 児最
=庭

局長

保険局長

41務 局長  大臣官房
=:薇

官
`が

ん
'1案

1旦 当|

II晋
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0カくん検診受診率向上に係る施案の全 (オ 進行管理及び全イ本調整等

● ft中 キヤンヘーン及びス己念大会の■施

蝙
●事務局の1'置 (既存の都道府県がん対策推進1鳥 :1会などを活用も可,

蝙
● がん検診受影車向上にlfる 施策の全体進行管理及び全体調整等

● 単中キヤンベーン及び記念大会の実施
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|  がん検診企業 .

アクション事務局 ‐

株式会社 電通

一般企業からがん検診受診促進

事業に協力をしてもらえる企業を

選定し、その企業に応じた事業ヘ

の協力方法を提案し、サポート会

員として参加

推進パートナー企業が企業特性

に応じた独自の受診勧奨事業及

び自社における受診率向上策を

展開 (地方公共団体との連携 )

アドバイザリーボード

外部有識者

波及効果の多い企業の選定方法

企業の特性に応した協力方法の

提案等に対する助言

電諷墓ョ風露:攘猥師蹄群鮮鑑 y奨の胸「ついて翻

=‐=■
1= (財 )日 本対がん協会(ビンクリボン等)

_  .  鍾鍾

=週

警・
がん (検 診 1に 関する正しい知hの普及 相談の実施

|   がん診練連携拠点病院 (平 成2!年 4月 現在 37S病 院 )

輔膠 ::朧工■喜霊轟騨赫P奨
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根拠法 :(1)介 護保険法、高齢者医療確保法、(2)労働安全衛生法

検診対象 :(1)加入者、(2)従 業者(3,300万 人)※ H17'40歳以上

検診内容 :(1)義務付けなし(2)月市がん (その他はオプション検査 )



推進パートナー登録企業・団体

平成 22年3月 24日 現 在 50音順/順不 同

● 株式会社ACCESS
● 株式会社朝 日新聞社

● 株式会社アコーディア・ゴルフ

● アストラゼネカ株式会社

● アフラック(アメリカンファミリー生命保険会社 )

● 株式会社イーウェル

● 株式会社イトーヨーカ堂

● 栄研化学株式会社

● エイボン・プロダクツ株式会社

● 株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ

● 大塚製薬株式会社

● オリックスグループ健康保険組合

● オリンパスメディカルシステムズ株式会社

● 株式会社カイゲン

● カルビー株式会社

● 株式会社京都銀行

● 公明党

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
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●
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フコクしんらい生命保険株式会社

株式会社フジテレビジョン

富士フイルム株式会社

富士フイルムメディカル株式会社

ブリストル・マイヤーズ株式会社

株式会社毎日新聞社

株式会社メディネット

株式会社読売新聞東京本社

リコーリース株式会社

リゾートトラスト株式会社

株式会社リビングくらしHOW研究所

株式会社リビングプロシード

株式会社ローソン

株式会社ワコールホールディングス

推進パートナー企業・団体登録数 :62団体 総従業員数 :約 36万人

(finavftnztv=>

株式会社サニーサイドアップ

株式会社サンケイリビング新聞社

株式会社三笑堂

」ALリ ゾートシーホークホテル福岡

ジョンソン・エンド・ジョンソングループ健康保険組合

株式会社スポーツニッポン新聞社

セコム損害保険株式会社

株式会社千趣会

綜合警備保障株式会社

第一生命保険相互会社

株式会社大和証券グループ本社

大Il鳥薬品工業株式会社

中外製薬株式会社

テルモ株式会社

株式会社テレビ朝日

株式会社電通

東京海上国動あんしん生命保険株式会社

推進パートナー企業・団体

東京海上日動火災保険株式会社

株式会社東京スポーツ新聞社

東京都報道事業健康保険組合

東京放送ホールディングス株式会社

トステム健康保険組合

株式会社栃木サッカークラブ

日本新薬健康保険組合

日本テレビ放送網株式会社

日本ベクトシ・ディッキンソン株式会社

社団法人日本放射線技師会

ノバルティスファーマ株式会社

株式会社ハイメディック

日立ソフトウェアエンジエアリング株式会社

ファイザー株式会社
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マスコミヘの情報提供によるパブリシティ効果の向上 (finevGw-=,a,

日  時 : 2009年 12月 9日 (水 )

場  所 :東京會舘

参加人数 :36社 52名

地方新聞社東京支社長の方々に本事業の説明日意見交換を実施

日  時 : 2010年 1月 19日 (火 )

場  所 :共同通信社

参加人数 :42名

推進パートナー取り組み事例の紹介

【オフィシヤルサイト】 http:〃 gankenshin50.gO.jp

株式会社朝日新聞社様  釜禽崎譲脇 稚諄て鷺篠ギ
ヤルサイト内『パートナー企業・団体の取り組み』にて

⑪
検診企業刀 カ ン

:.;',.; ;:. €
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推進パートナーヘ提供する啓発ツール

【ポスター】B3サイズ

日本は世界トップクラスの
がん大国です。

【チラシ】A4サイズ

発行:がん検診企業アクション事務局

監修 :中川恵―

東京大学医学部附属病院放射線科准教授/
厚生労働省「がんに関する普及啓発懇談会」座長

制作 :株式会社朝日出版社

@oo frivvc-tr)

推進パートナーヘ提供する啓発ツール

【がん検診のススメ】

企業規模に応じて一定部数無料配布 (文庫サイズ/56 page)

Cfu**fr#vo-=t=>
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推進パートナーの自主的な啓発活動(新聞)

アフラツク(アメリカンフアミリー生命保険会社)様
2009年 11月 11日 (水 )毎 日新 聞

日本人のがん検 ●4● 率は
'1

米 に比べて、その

'■
率の砥さ

め

』
あなた も、今す ぐ、がん検 診 を。

推進パートナー企業の自主的な啓発活動(新聞)

碗皇勇ヨン
がん検診に行きましょう!

Cfb**G#vt=rr>

▼

株式会社メディネット様
2010年 1月 10日 (日 )朝 日新聞

がん治療

再 発、転移 を防ぐために。

進 行がんに負けないために。

碗墨斃ョン
がん検診に行きましょう1

MEDO■NET
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推進パートナー企業の自主的な啓発活動(小冊子) Cfu**nw)ra)

第一生命保険相互会社 様

00
00
00
00

小冊子に

自社のロゴを入れて配布

00
0o

0000 000 0
00 000
90 0 0 Fll

00 000

0 0 00

第一生命保険相互会社 様
生涯設計ジャーナル

通瀬先生の7rt体験餞とメッtrジ

垣添 窓生先生

岳鴇二:馴 鶏 :rt鶏″鵬 題ポ:議習肥鼈 名5t凛

000

ぽ

0

◎

せ

０

０
(登)C21H1247(H21124)2

推進パートナー企業の自主的な啓発活動(チラシ) (finavft+.r,-=E

あなたと家族を『がん』から守る
～「がん」の予防・発見から治憲まで～

0'日和 がん鶴 論L/国い んセンター3製長 垣添忠生

Pdnt l がん予防のために

鰤:靱彎なD

IⅢ量2:1倶厘署見は筆事ヽたう|ら検診をlljきしよⅢI‐

彗ti』 F誓雪111::11#し
てい。

:  この時期

―

を見つけることができれ

|  そのために がん検診いにも口重な方宏です.

近年 目燿となっているPEr機査
PET●●●●Dく がん 向かない詢しがあります。
通常の技

"に

,日検査を電み合わせ0こ とで

この立射線始療につしヽても、かんの部分に放

"線
を当てる薇櫛

:録子線力顆」「口粒子線治療Jと いつた、従■つ放射線お療の

“

メ

“

麟 隷 意(ゎ壼者のみ

'

Iサ腕?=P i:[[轟 :緊:雲発議誇甘
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推進パートナ=会議

開催 日時 :

開催場所 :

参加者 (予 定):

(3狂〕1検診企柳カフ

2010年 2月 23日 (火 )13:30～ 17:00

株式会社 電通本社 36階 M会議室

(東京都港区東新橋1-8-1)
推進パートナー企業 31社

■プログラム

ー部(13:30～ 14:20)

1)本 日の目的の共有

がん検診企業アクシヨン推進パートナーとしての進むべき方向を探る。

2)各社自己紹介

推進パートナー企業同士の交流。自社・他社の状況、課題の共有。

二部(14:35～ 17:00)

1)がん検診企業アクシヨン 現状の報告及び質疑応答

2)グループディスカッション

推進パートナー企業が 目指すゴールの設定

懇親会 (17:30～ 19:00)

推進パートナー会議 アンケート結果

Q.推進パートナー会議に参加しての感想

Cfbu*ft#7a-t3)

やや不満
参加者の82%が「満足」

・グループディスカッションで、他社の

検診の現状を知ることができた。

・推進パートナー企業と交流口情報交換が
できた。

口混沌としていた本事業の

目的・ねらいが見えるようになった。

-12-



@*u fri*Tt-=t-)

・:Ⅲ 現状把握と体制づくり33%

受診勧奨を含む、
従業員口被扶養者への

啓発・啓蒙活動 33%

推進パートナー会議 アンケート結果

Q.推進パートナー同士のネットワークを使つて、どのような取り組みをしたいとお考えですか?(複数回答可)

その場合、どんなことですか?(複数回答可)

経営者・取引先・

グループ企業の巻き込み 16%
4

推進パートナーの本事業への参加意識 (f!nevft#zc-=t=>

農社の現状を知り震標を定める

先ずは自社の検診受診率の算出をしていただき現状を把握する

従業員甕被接轟者のがん検診受診に対する
慧識を書発するための情報を学ぶ

推進パートナー企業として参加することで、
他企業の取り組みを知り、がんの最新情報を学びたい

がん検診の大切さを広める

従業員・被扶養者・社外に向けてがん検診の重要性を広める
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推進パートナー企業団体の

検診受診率・検査項ロアンケート集計結果

【参考資料】推進パートナー受診率アンケート集計結果 @**ft#7,-t3,

【がん検診 受診率】アンケート回収数=33社の内、受診率算出可能に11社による平均値

※ 下記の受診率は、対象年齢・算出方法など一定ではないため、参考値としてご覧ください。

62.9% 33.2%

87.2% 39.2%

67.8% 32.1%

40.5% 36.4%

54.6% 39嗜9%
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【参考資料】推進パートナー検診項ロアンケート集計結果 @*"fr#v,=t=>

【がん検診 検診項目】回収数=33

下記の受診更新項目のデータは、推進パートナー企業様からご回答いただいたデータをまとめたものです(2月 19日 現在 33社 )

間 診

胃部エックス線検査

胃内視鏡検査 (胃 カメラ)

ペプシノゲン検査 3

ヘリコバクターピロリ菌抗体検査 3

その他 1

間診 4

胸部エックス線検査

喀痰細胞診 6

胸音FCT検査 4

その他 2

間 診 3

便潜血検査

一 日法 5

二日法

全大腸内視鏡検査 1

その他 1

I訂 だ脚

問診

視診

子宮頸部細胞診

自己採取 4

医師採取

内診

コルポスコープ検査

その他

椰

轟

間診

視触診

乳房エックス線検査(マンモグラフィー)

超音波検査 (エコー)

その他

がん検診の検査項目と受診間隔(厚生労働省指針) (finnvfttrtvt-t=7

【概要】

● がん検診については、健康増進法第19条の2に基づく健康増進事業として市町村が実施。

● 厚生労働省においては、「がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針」(平成20年 3月 31日 厚生労働省健康局長通知)を定め、
市町村による科学的根拠に基づくがん検診を推進。

【内容】

Jζ

財

鱚 間診及び胃部エックス線検査 40歳以上 年1回

「 伸 FnJ噺距F 問診、視診、子宮頚部の細胞診及び内診 20歳 以上 2年に1回

問診、胸部エックス線検査及び喀痰細胞診 40歳以上 年1回

間診、視診、触診及び乳房エックス線検査 (マンモグラフィ) 40歳以上 2年 に1回

鋏 間診及び便潜血検査 40歳以上 年1回

※1子宮がん検診 :有症状者は、まず医療機関の受診を勧奨。ただし、本人が同意する場合には、子宮頚部の細胞診に引き続き子宮体部
の細胞診を実施。

:平成15年 度まで、対象者は30歳以上、受診間隔は年1回 。

※2乳がん検診 :平 成15年 度まで、対象者は50歳以上、受診間隔は年1回 。
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がん検診企業アクション独 自調査

がん検診企業アクション独自調査概要 Cfb"*ft#7,-tr)

実は高かつた職場でのがん検診ニーズ「受診したい」が97%
「実施している」はわずか22%

意識と実態のギャップが浮き彫りに原因は情報発信不足!?

がん検診企業アクション事務局は2010年3月 4日 (木 )～ 3月 5日 (金 )、 新年度を迎えるにあたり、20～ 40代の

会社員 (公務員、団体職員も含む)男女400名 を対象に、「がん検診に関する意識調査」を実施しました。

会社員のがん検診に対する意識と実際の受診率とのギャップが明らかに

職場におけるがん検診ニーズは高いが実施率は低調

がん検診に関する情報が正しく伝わつていない

社会人ががん健診を受けたきつかけは「職場の健康診断にあったから」

●
０
●
●

【調査結果の概要】
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